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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和2年8月13日(2020.8.13)

【公開番号】特開2019-18387(P2019-18387A)
【公開日】平成31年2月7日(2019.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-005
【出願番号】特願2017-136442(P2017-136442)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/00     　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   29/42     　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     １０７Ｚ
   Ｈ０４Ｍ    1/00     　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷装置であって、
　無線ダイレクト通信機能のための第１及び第２モードで動作可能な無線通信手段であっ
て、前記第１モードでは、外部のアクセスポイントを介さずに外部装置との無線ダイレク
ト通信を行うためのソフトウェアアクセスポイントとして前記印刷装置を動作させるアク
セスポイント動作を行うモードで動作し、前記第２モードでは、Ｗｉ－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃ
ｔによる動作を行うモードで動作する前記無線通信手段と、
　前記無線ダイレクト通信機能のための動作モードとして、前記第１モード及び前記第２
モードのいずれか１つを、設定画面を介したユーザの指示に従って設定する設定手段と、
　前記無線ダイレクト通信機能の動作の開始指示を受け付けたことに従って、前記動作モ
ードとして前記第１モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のため
の前記第１モードの動作を前記無線通信手段に開始させ、前記動作モードとして前記第２
モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のための前記第２モードの
動作を前記無線通信手段に開始させる制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、所定のユーザ操作を受け付けたことに従って、前記設定画面とは異な
る、前記無線ダイレクト通信機能に関連する画面を表示し、前記画面は、前記設定された
動作モードを示す情報と、前記無線ダイレクト通信機能の動作を停止させるための第１表
示アイテムと、を含む
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記画面は、前記設定された動作モードに対応する前記無線ダイレクト通信機能の実行
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状態を示す情報を更に含み、
　前記制御手段は、前記第１表示アイテムを選択するユーザ操作を受け付けたことに従っ
て、前記無線ダイレクト通信機能の前記動作を停止させ、前記無線ダイレクト通信機能の
動作を開始させるための第２表示アイテムが前記第１表示アイテムに代えて表示されるよ
うに、前記無線ダイレクト通信機能に関連する前記画面を更新する
　ことを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、更に、前記無線ダイレクト通信機能の動作を常にオン状態にするか否
かを、ユーザの指示に従って設定し、
　前記制御手段は、前記動作モードとして前記第１モードが設定されており、かつ、前記
無線ダイレクト通信機能の動作を常にオン状態にする設定がなされている場合には、前記
印刷装置の起動に応じて実行される前記印刷装置の開始シーケンスにおける一処理として
前記無線通信手段に前記第１モードでの動作を開始させる制御を行い、
　前記制御手段は、前記動作モードとして前記第２モードが設定されている場合には、前
記無線ダイレクト通信機能の動作を常にオン状態にする設定がなされていても、前記印刷
装置の起動に応じて実行される前記印刷装置の開始シーケンスにおける一処理として前記
無線通信手段に前記第１モードでの動作を開始させる制御を行わずに、前記印刷装置が起
動して通常状態へ移行した後に、前記無線ダイレクト通信機能の動作を開始するためのユ
ーザ操作を受け付けたことに応じて前記無線通信手段に前記第２モードでの動作を開始さ
せる制御を行う
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記第１モードでは、前記無線通信手段が、前記アクセスポイント動作を行っている間
に外部装置からの接続要求を受信すると、当該外部装置との無線ダイレクト接続を確立し
、
　前記第２モードでは、前記制御手段が、接続対象となる外部装置とのネゴシエーション
により、当該外部装置と前記印刷装置とのいずれがアクセスポイントとして動作するかを
決定し、前記無線通信手段が、当該ネゴシエーションが完了した後に当該外部装置との無
線ダイレクト接続を確立する
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、更に、前記第２モードに対して、外部装置と前記印刷装置とのいずれ
がアクセスポイントとして動作するかを当該外部装置とのネゴシエーションにより決定す
る第１動作設定と、前記ネゴシエーションを行わずに前記印刷装置がアクセスポイントと
して動作する第２動作設定とのいずれか１つを、ユーザの指示に従って設定し、
　前記制御手段は、前記動作モードとして前記第２モードが設定されている場合には、前
記第１動作設定及び前記第２動作設定のうちで前記設定手段によって設定された動作設定
に従って前記無線通信手段を動作させる
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　無線ダイレクト通信機能のための第１及び第２モードで動作可能であり、前記第１モー
ドでは、外部のアクセスポイントを介さずに外部装置との無線ダイレクト通信を行うため
のソフトウェアアクセスポイントとして印刷装置を動作させるアクセスポイント動作を行
うモードで動作し、前記第２モードでは、Ｗｉ－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃｔによる動作を行うモ
ードで動作する無線通信手段を備える印刷装置の制御方法であって、
　前記無線ダイレクト通信機能のための動作モードとして、前記第１モード及び前記第２
モードのいずれか１つを、設定画面を介したユーザの指示に従って設定する設定工程と、
　前記無線ダイレクト通信機能の動作の開始指示を受け付けたことに従って、前記動作モ
ードとして前記第１モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のため
の前記第１モードの動作を前記無線通信手段に開始させ、前記動作モードとして前記第２



(3) JP 2019-18387 A5 2020.8.13

モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のための前記第２モードの
動作を前記無線通信手段に開始させる制御工程と、
　所定のユーザ操作を受け付けたことに従って、前記設定画面とは異なる、前記無線ダイ
レクト通信機能に関連する画面を表示する表示工程であって、前記画面は、前記設定され
た動作モードを示す情報と、前記無線ダイレクト通信機能の動作を停止させるための第１
表示アイテムと、を含む、前記表示工程と、
　を含むことを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項７】
　前記画面は、前記設定された動作モードに対応する前記無線ダイレクト通信機能の実行
状態を示す情報を更に含み、
　前記第１表示アイテムを選択するユーザ操作を受け付けたことに従って、前記無線ダイ
レクト通信機能の前記動作を停止させ、前記無線ダイレクト通信機能の動作を開始させる
ための第２表示アイテムが前記第１表示アイテムに代えて表示されるように、前記無線ダ
イレクト通信機能に関連する前記画面を更新する工程を更に含む
　ことを特徴とする請求項６に記載の印刷装置の制御方法。
【請求項８】
　前記無線ダイレクト通信機能の動作を常にオン状態にするか否かを、ユーザの指示に従
って設定する工程と、
　前記動作モードとして前記第１モードが設定されており、かつ、前記無線ダイレクト通
信機能の動作を常にオン状態にする設定がなされている場合には、前記印刷装置の起動に
応じて実行される前記印刷装置の開始シーケンスにおける一処理として前記無線通信手段
に前記第１モードでの動作を開始させる制御を行う工程と、
　前記動作モードとして前記第２モードが設定されている場合には、前記無線ダイレクト
通信機能の動作を常にオン状態にする設定がなされていても、前記印刷装置の起動に応じ
て実行される前記印刷装置の開始シーケンスにおける一処理として前記無線通信手段に前
記第１モードでの動作を開始させる制御を行わずに、前記印刷装置が起動して通常状態へ
移行した後に、前記無線ダイレクト通信機能の動作を開始するためのユーザ操作を受け付
けたことに応じて前記無線通信手段に前記第２モードでの動作を開始させる制御を行う工
程と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６又は７に記載の印刷装置の制御方法。
【請求項９】
　前記第１モードでは、前記無線通信手段が、前記アクセスポイント動作を行っている間
に外部装置からの接続要求を受信すると、当該外部装置との無線ダイレクト接続を確立し
、
　前記制御方法は、前記第２モードにおいて、接続対象となる外部装置とのネゴシエーシ
ョンにより、当該外部装置と前記印刷装置とのいずれがアクセスポイントとして動作する
かを決定する工程を更に含み、前記無線通信手段が、当該ネゴシエーションが完了した後
に当該外部装置との無線ダイレクト接続を確立する
　ことを特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の印刷装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記第２モードに対して、外部装置と前記印刷装置とのいずれがアクセスポイントとし
て動作するかを当該外部装置とのネゴシエーションにより決定する第１動作設定と、前記
ネゴシエーションを行わずに前記印刷装置がアクセスポイントとして動作する第２動作設
定とのいずれか１つを、ユーザの指示に従って設定する工程と、
　前記動作モードとして前記第２モードが設定されている場合には、前記第１動作設定及
び前記第２動作設定のうちで設定された動作設定に従って前記無線通信手段を動作させる
工程と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６から９のいずれか１項に記載の印刷装置の制御方
法。
【請求項１１】
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　請求項６から１０のいずれか１項に記載の印刷装置の制御方法の各工程を、印刷装置の
コンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様に係る印刷装置は、無線ダイレクト通信機能のための第１及び第２モー
ドで動作可能な無線通信手段であって、前記第１モードでは、外部のアクセスポイントを
介さずに外部装置との無線ダイレクト通信を行うためのソフトウェアアクセスポイントと
して前記印刷装置を動作させるアクセスポイント動作を行うモードで動作し、前記第２モ
ードでは、Ｗｉ－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃｔによる動作を行うモードで動作する前記無線通信手
段と、前記無線ダイレクト通信機能のための動作モードとして、前記第１モード及び前記
第２モードのいずれか１つを、設定画面を介したユーザの指示に従って設定する設定手段
と、前記無線ダイレクト通信機能の動作の開始指示を受け付けたことに従って、前記動作
モードとして前記第１モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のた
めの前記第１モードの動作を前記無線通信手段に開始させ、前記動作モードとして前記第
２モードが設定されている場合には前記無線ダイレクト通信機能のための前記第２モード
の動作を前記無線通信手段に開始させる制御手段と、を備え、前記制御手段は、所定のユ
ーザ操作を受け付けたことに従って、前記設定画面とは異なる、前記無線ダイレクト通信
機能に関連する画面を表示し、前記画面は、前記設定された動作モードを示す情報と、前
記無線ダイレクト通信機能の動作を停止させるための第１表示アイテムと、を含むことを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　（ＷＦＤモードの接続処理）
　Ｓ１０７では、ＣＰＵ２０１は、図６（Ｂ）に示す手順に従って、ＷＦＤモードの接続
処理を実行する。まずＳ１２１で、ＣＰＵ２０１は、ＷＦＤに対応したデバイスを検索す
る検索処理を行い、発見したデバイスの一覧を検索結果として操作部２０９に表示し、Ｓ
１２２へ処理を進める。このとき、操作部２０９には操作画面４１１が表示される。Ｓ１
２２で、ＣＰＵ２０１は、デバイスの一覧からユーザによって１つのデバイスが選択され
たか否かを判定し、選択されていない場合にはＳ１２４へ処理を進める。Ｓ１２４で、Ｃ
ＰＵ２０１は、外部装置からＷＦＤ接続要求を受信したか否かを判定し、受信していない
場合にはＳ１２１へ処理を戻す。ＣＰＵ２０１は、デバイスの一覧から１つのデバイスが
選択されるか（Ｓ１２２で「ＹＥＳ」）、又は外部装置からＷＦＤ接続要求を受信するま
で（Ｓ１２４で「ＹＥＳ」）、Ｓ１２１、Ｓ１２２及びＳ１２４の処理を繰り返す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　操作画面８０１は、無線ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２１０がＡＰモードの動作を開始して外部装置
と接続可能な状態であるが、外部装置と未接続状態である場合に、操作部２０９に表示さ
れる。操作画面８０１では、ＷＦＤモードを選択できないように、ＷＦＤモードは非表示
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となっている。なお、操作画面８０１では、ＷＦＤモードはグレーアウトされてもよい。
ＣＰＵ２０１は、操作画面８０１を操作部２０９に表示した状態で、外部装置との無線接
続を確立すると、操作部２０９の表示を操作画面４０２（図４）に遷移させる。なお、本
実施形態では、無線ダイレクト機能がオフ状態になると、ＣＰＵ２０１は、操作部２０９
の表示を操作画面４０２から操作画面８００に遷移させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　操作画面８５１は、無線ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２１０がＷＦＤモード（ＡＧＯモード）の動作
を開始して外部装置と接続可能な状態である場合に、操作部２０９に表示される。操作画
面８５１には、設定したＳＳＩＤ及びＫＥＹ、並びにＷＦＤモードの動作時に使用するデ
バイス名称が表示される。操作画面８５１の表示中に、ＷＦＤ接続要求を外部装置から受
信した場合、ＣＰＵ２０１は、操作部２０９の表示を操作画面８５２に遷移させる。これ
により、ＣＰＵ２０１は、ＷＦＤ接続要求による接続を許可するか否かをユーザに確認す
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　操作画面８５２において接続の許可が指示されると、印刷装置１００は、ＷＦＤ接続要
求の送信元の外部装置との接続を確立し、操作部２０９の表示を操作画面８５３に遷移さ
せる。一方、操作画面８５２において接続の拒否が指示されると、接続を確立せずに、操
作部２０９の表示を操作画面８５１に戻す。なお、操作画面８５１の表示中に、ＡＰモー
ドの接続要求を外部装置から受信した場合には、操作部２０９の表示を操作画面８５３に
遷移させ、当該外部装置との接続を確立する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　次にＳ３０３で、ＣＰＵ２０１は、ＡＧＯモードの処理を開始する。即ち、ＣＰＵ２０
１は、操作画面８５１を操作部２０９に表示して、外部装置からの接続要求を待ち受ける
状態になる。その後Ｓ３０４で、ＣＰＵ２０１は、外部装置からＷＦＤ接続要求を受信し
たか否かを判定し、受信していない場合にはＳ３０６へ処理を進める。Ｓ３０６で、ＣＰ
Ｕ２０１は、外部装置から（ＳＳＩＤ及びＫＥＹを含む）ＡＰモードの接続要求を受信し
たか否かを判定し、受信していない場合にはＳ３０４へ処理を戻す。
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